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身延山大学 仏像制作修復室 広報誌「工房便り のみおと」第九号 14

　私は2021年4月に身延山大学に入学しまし

た。大学では、博物館学芸員の資格取得を

目指して勉強し、授業外の時間は工房で仏

像修復の勉強をしていました。私の地元は

千葉県なので身延には縁もゆかりもありま

せんでしたが、大学生活を通じて身延が大

好きになったので卒業後も身延に残りたい

と考えるようになりました。そんな時に、大

学の職員さんから身延山ロープウェイへの

就職を勧められ、1年間のアルバイトを経て

就職が決まりました。
一日のスケジュール

 8:20～17:00　ロープウェイ

18:00～21:00　工房

卒業生の
近況報告

　現在は、仕事が終わったあと工房で作業

するという生活を続けています。

　身延へ来てから、大学や工房を通じてた

くさんの出会いや学びがありました。そのご

縁をきっかけに、現在もロープウェイで日々

たくさんの出会いと学びを得ています。今

の環境への感謝を忘れず、これからも仕事

と仏像修復の勉強に励んでいきます。

身延山大学 国際日蓮学研究所 研究生

久恒 佳織
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支援団体一覧　様々な形でご支援いただいております
（順不同 ・敬称略）
・日蓮宗総本山身延山久遠寺　　　・ 法華宗真門流総本山本隆寺
・日蓮宗宗務院　　　　　　　　　・ 日蓮宗諸寺院
・一般財団法人　太田慈光会　　　・ ラオス仏像修復サポーターズクラブ
・身延山ロータス会　　　　　　　・ 若草まちおこし協同組合
・南アルプス市商工会

「のみおと」第9号をご覧いただき、誠にありがとうございます。身延山大学仏像制作修復室なら
びに本学ラオス事業をゼロから立ち上げ、その発展に多大な貢献をされた柳本伊左雄先生（本学名誉教授）が令
和7年3月をもって定年退官され、教え子である鈴木義孝先生（本学特任講師）が大学関連における一切の後事を
引き継がれました。また、永利郁乃先生（本学特任講師）は大学関連および「若草瓦会館」館長としてもその運営
に力を尽くされています。また、仏像制作・修復に於いては制作集団「彫玄」（代表・仏師 依田 司）が総本山身延
山久遠寺「日蓮聖人第七五〇遠忌報恩事業」仏殿納牌堂仏像群修復という大事業を受注するなど、多くの後進が
着実に歩みを進め、世代交代を経て本学工房はますますの発展を遂げております。好評であった前号に引き続
き、今号もB5判での発刊となりました。工房の多彩な活動を多くの皆様にご高覧いただき、今後とも変わらぬご
理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。（池田）
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身延山大学HP https://www.min.ac.jp/
国際日蓮学研究所 https://www.min.ac.jp/laboratory/index.html
制作集団 彫玄 https://chou-gen.com/
彫玄堂 仏像制作・修復（身延山大学工房）Facebook https://www.facebook.com/cyougendou
彫玄堂 Ｘ https://x.com/YodaTsukasa
若草瓦会館 https://r.goope.jp/kosyu-onikawara/

工房 YouTube
チャンネル
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